




























































2 ilJ本海内竹島外一角地籍ニ編纂方伺JJACAR (アジア歴史資料センター): Ref.A07060000300、公文録 ・明












































































1 ["官有地拝借御願Jr尖閣諸島について』外務省文化情報川、 1972{下、 2頁。
12 ]ACAR : Ref.B03041152300、「帝同版関関係雑件J(B-1-4-1-033) (外務省外交史料館)。
13前掲『季刊沖秘』第56号、 1971年5月、 9-10頁、参照。
14緑間栄『尖問911ミjひるぎ社、 1984年、 96頁。






























17 JACAR(アジア歴史資料センター): Ref. B0412∞02200、「新領土ノ発見及取得ニ関スル先例(B-Z-1-1-0-06)(外
務省外交史料館)J。先例に載せたものは、外交交渉を経たものか、閣議の上、内容を公示、公表したものが
ほとんどである。なおこの資料に、釣魚台諸島 (久米赤品、久場向、魚釣烏)(明治二十八年一月)や、 1'1大
来島 ( I~~治三十三年九月 )が入っている 。
18 JACAR : Ref. A03020225300、御署名原本 ・明治二十九年 .Jli}J令第十ニモ号・ri中縄県郡編制ニ関スル件J(因
立公文書館)、同文{!}では、「大東島」の存在を、れl'純~J;t五都中の「島尻:muの中に明示 している。
19 JACAR : Ref. A09054387200、「職u録・明治十八年二月・戦以録改J(沖純県)(閤立公文1.!l館)。





























































到達、 31日北大東烏より帰途に着き、 9月1B Jrl誠に帰港した。
一行は、南大東島の北岸から上陸し、大まかな見取り測量(目視)をしたのち島の東北部に次
の内谷の固椋ーを立てた。












29 1明治18年10月12日 凶村沖縄県令よ り差出の無人島大束尚巡視の義JJACAR: Ref.C11019564600、明治18
年、 千平号通覧、巻27、9.10月分(防衛符防衛研究所)。


































































35 Hoa-pin-seeは"花瓶験"の誤用であろう。一方"赤尾験"とされたちiau see こそ、釣魚艇の払i建話発音
(Tiau-Su)である。円本似IJはイギリスの軍鑑Samarang一号が1845年6月のiflJ:l止海図 ("NARRATIVEOF 
THE VOYAGE OF HMS SAMARANG DURTNG THE YEARS 1843-46"， by CAPTAIN SIR EDWARD 







37 I久米赤島久場Qf.~l釣島三鳥取調件J、前掲]ACAR : ReLB03041152300、「司7国版図関係書fi件」。






































44 1885(，f4月20~I 季鴻市は浴匝|駐在公使榎本武揚との会見l時に、 LIi'?;-琉球|問題の会談再開(取線)に1m心を示し、










































































50 1885年12月内側制度の発足で、 「太政官Jから「内閣Jへ、 「卿Jから「大臣jへ表記が改められた。






































57 i秘別一三三 号久城島魚釣島へ所轄桜杭建設之義上司lJ明治什七年十二月卜五日、前掲JACAR: Ref.目
B03041152300、「帝国版図関係雑件J。















































三、無人品調査に当たって、内務省は、 一、 「無人」か、 二、 「無人跡J(無主)かの確認、
三、琉球 (日本)との関係 (島名、口僻、伝説の資料など)のイ確認に強い関心を持っていた
が、久米赤島、久;場鳥、魚釣島の場合明らかに証拠は不十分であった。1885年12月における日
本政府の国標設立の断念は、主権主張の自信の無さを象徴する決定と言える。そのため一つの
内命から始まった無人向調査は、大東島と魚釣島とでは、国標の扱い、調査の範囲、徹底さな
どで、全く異なる展開を呈した。
四、領有紛争の心配を最終的に払拭したのは、十年後の、臼清戦争における日本の勝算である。
この時「国椋」の表現も「標杭」へと改められ、国際間領土紛争を囲内の管轄画定にすり替えた操
作が注目に値する。軍事力を背景にした大国の自信が窺われる。
五、他の領土理論の要素を除いて単に歴史学の目で魚釣島問題を見る場合、日清戦勝の勢いで
「釣魚烏Jを日本の版図に入れた行為は、第一次に日韓協約(1904年8月)や日露戦争の勝局の中
で「独島」を日本の領土(，竹島J)化したことと同じように、近代帝国主義的膨張という歴史構造
の一環として認識すべきである。遡って琉球主国合併(琉球処分・ 1879年)の事実があり、下っ
ては朝鮮併合(1910年)の例もある。普段、近代の日本によるアジア侵略に反省の意を示しなが
ら、領土問題に関してはナショナリズムの熱に浮かれこの侵略拡張の歴史構造に日を背ける H
本人が多くいる。憂慮すべき現状であろう。
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